
令和５年１月23日 第211回国会における岸田文雄内閣総理大臣施政方針演説（抜粋）

（首相官邸HPより）

○ 老若男女、障害のある方も、ない方も、全ての人が生きがいを感じられる、多様性が尊重される社会。
意欲のある全ての方が、置かれている環境にかかわらず、十全に力を発揮できる社会。そうした包摂的な
経済社会を創るため、これから、特に、「女性」、「若者」、「地方」の力を引き出していくための政策
に力を入れていきます。

○ これまでの取組により、女性の就労は大きく増え、いわゆるＭ字カーブの問題は、解消に向かっていま
すが、出産を契機に、女性が非正規雇用化する、いわゆるＬ字カーブの解消、そして、男女間の賃金格差
の是正は、引き続き、喫緊の課題です。また、女性登用の一層の拡大も進めていかねばなりません。
そのために、女性の就労の壁となっているいわゆる百三万の壁や、百三十万の壁といった制度の見直し、

男女共に、これまで以上に育児休業を取得しやすい制度の導入などの諸課題に対応していきます。
さらには、配偶者による暴力防止の取組を強化するため、ＤＶ防止法の改正にも取り組みます。

○ こども・子育て政策の強化、男女共に働きやすい環境の整備、全世代型社会保障改革、構造的賃上げ、ス
タートアップなどの成長分野への投資などは、日本の未来を担う若い世代のためにこそ進めるべき取組です。


	スライド番号 1

